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しろはく活動記録  

古地図と城の泉 第１８号  

        井上貫流・石川景行砲術資料目録 

        富原文庫蔵川越藩城制絵図目録 

                             平成２７年５月１５日 

しろはく古地図と城の博物館 富原文庫 

――――――――――――――――――――――――――――― 

始めに 

  城郭現地調査報告及び資料調査 

博物館事業報告 

１・富原文庫所蔵砲術書目録１・井上貫流左衛門関連文書・絵図目録 

０－２１５は砲術関係、現所蔵品 ２１６－２８１は砲術以外、元所蔵品 

２８２－２９４は参考、江戸東京博物館所蔵目録 

２９５－２９７は所在不明 ２９８は井上貫流左衛門関連文書、現所蔵品 

＊ 井上貫流左衛門文書は三百数十冊 

＊ 所蔵砲術書は井上貫流を含め約１０００冊 

０）＊石火矢筒 1台，１９，５ｘ４８ｘ２１ｃｍ架台、銃身７０ｍｍ直径ｘ４２ｍｍ口径ｘ１７２ｍｍ長、在銘、

｢文化五年蝦夷地禦防御用被仰付影筒、井上貫流象器、二挺之内｣、 

１）＊西洋火攻神器説和解 全 １冊 奉徳廟命物氏選述 寛政６年９月井上貫流写 

２）＊兵禄佛狼機銃図解 全 １冊 寛政４年７月 東武台山下火砲真用隠士井上貫流誌 

３）＊手鑑 巻１－８ ３冊 （表紙付古装丁） 

４）＊軍法巻 １冊 小幡勘兵衛尉―井上貫流秘伝書 （表紙付古装丁） 

５）＊新心流玉町櫓薬積傳 １冊（中本） 

６）＊改定異風樞事集抄 井上流直謹而詳解 １冊（横本） 

７）武衛流伝来川越之巻 初巻より５巻 全 １冊（横本）ダブりか 

８）＊武衛流砲術稽古心得書 １冊 （中本） 

９）＊宇治田流炮術書 宇治田流炮術伝記 巻１－１４巻内８・９欠 ４冊、井上貫流蔵書 

１０） ＊火矢炮録玉製道具目録 １冊 寛政１０年７月 武衛流四世井上貫流 

１１） ＊武衛流鉄炮小筒異風種ヶ嶋秘伝聞書覚 １冊 小筒至要集異風樞事集両巻 



１２） ＊賊舶討砕巨砲之術稿 １冊 威遠館主人誌 井上貫流直 ９月２６日竹田九十九殿参 

１３） ＊紅毛火術秘伝鈔 １冊 寄陽志築盈長筆記 

１４） ＊先難抄 １冊 砲薬之巻武衛流 卒隊之巻斎藤流 寛政１０年斎藤師算 

１５） ＊小筒至要集抄 全 １冊 井上貫流誌 （横本） 

１６） ＊改定至要集増个條詳解 １冊 井貫流直 （横本） 

１７） ＊石火矢理盡集抄 全 １冊 斎藤十郎太夫 （横本） 

１８） ＊寛政四年、武衛流早放五拾目玉三拾目玉千打分附、阿部豊後守岩崎弥三郎 大１冊、５月１４日 

１９） ＊炮術修行目録 １冊 （横本）図入り 

２０） ＊御物大銃之記 １冊 秘書他見無用 井上貫流 図入り 

２１） ＊鉄砲稽古心得 １冊 井上貫流左衛門誌 威遠館主人誌 

２２） ＊火砲門答 上下２冊 井上貫流直撰述 武衛流後学火砲真用隠士井上貫流直子  著 

２３） ＊泰西海陸必要正真火器製造書 １冊 

２４） ＊鉄砲稽古之説 １冊 （横本） 

２５） ＊松明秘方 １冊 

２６） ＊大国火箭陽之巻大国火箭秘伝書 ２冊 井上貫流直 図入り （横本） 

２７） ＊鐵杖翁著 楯図解草稿 １冊 火砲実用威遠館井上貫流左衛門誌 図入り 

２８） ＊火砲真用 １冊 文化５年正月 武衛流伝来四世井上貫流直謹誌 

２９） 武衛流町打打晒秘書 １冊 寛政元年３月＊鳥銃火槍之巻 １冊 武衛流斎藤流 

３０） ＊徳丸原にて大筒稽古願候１件并諸入用留 １冊 文化９年４月武州西台徳丸原 

３１） ＊火砲薬説草稿 １冊 東台山下隠医 井上貫流謹誌 

３２） ＊五拾目玉三拾目玉千放分附覚 大１冊 阿部飛騨守正允臣岩崎銀之丞 明和５年  

３３） ＊山井火箭秘伝書 １冊 井上貫流直 図入り 

３４） ＊砲家武衛氏譜 １冊 井上貫流直（武衛氏砲術源流略伝） 

３５） ＊大砲鋳造唐銅調合 １冊 附京都大仏鐘日本砲術流派 嘉永３年１２月 

３６） ＊文化７年３月 於相州鎌倉大筒火術町着覚 １冊 井上左太夫 

３７） ＊明何如浜兵録 佛狼機銃国字解草稿全 １冊 寛政癸巳正月 井上貫流謹和解之 

３８） 慶安３庚寅年紅毛人献上御発熕 １冊寛政７年５月 武衛流後学炮真用隠士井上貫流直図入り１８６だ

ぶり 

３９） ＊肥前国雲仙道人秘授独輪車銃図説附車銃火箭説 １冊 図入り横本 井上貫流誌 

４０） ＊武衛流渡辺広綱元綱譜 １冊 寛政７年８月 岩崎郷左衛門時庸 

４１） ＊武衛流石火矢理盡集抄余滴草全 １冊 寛政６年１０月井貫流撰 

４２） 慶安３庚寅年紅毛人献上御発熕 １冊寛政７年５月  武衛流後学炮真用隠士井上貫流直図入り、１８７

だぶり 

４３） ＊威遠砲和解 草稿 １冊 武備志 

４４） ＊佛狼機銃図解 草稿 全 １冊 井上貫流解之 図入り 

４５） ＊砲術算法之巻 １冊 図入り 

４６） ＊武衛流砲術伝受之順 １冊 文化６年３月朔日 井上貫流誌 当流伝書之順、横本 

４７） ＊砲烙玉 １冊 文化紀元６月 威遠井上翁述 

４８） ＊異風樞事集抄 全 １冊 井上貫流誌 

４９） ＊武衛流棒火矢制作の手続き書 １冊、（横本） 

５０） ＊貴砲略銘 １冊 

５１） ＊鳥銃答問漫草 上 １冊 井貫流答 図入り 



５２） ＊火砲問答 １冊 図入り 

５３） ＊柔和玉火矢秘伝 １冊 南蛮奇方翻訳、雲仙道人伝来 図入り （横本） 

５４） ＊武衛流鉄砲三目録口伝抄 １冊 忍渡辺家 

５５） ＊練兵５練銃頭之篇記聞 １冊 （横本） 

５６） ＊天明度御＿仰写 １冊 天明３年正月書之 （横本） 

５７） ＊武衛流近火之巻四巻 １冊 井上貫流直判 

５８） ＊武衛流火術躰用之巻 坤 １冊 井上貫流直花押 （横本）図入り 

５９） ＊数火矢大矢之巻八 １冊 井上貫流直 鉄砲機鑑抄数火矢 

６０） ＊鉄砲機鑑抄 玉町 参 １冊 井上貫流直 鉄砲機鑑抄遠近放玉之巻 

６１） ＊鉄砲機鑑抄軍巻 馬上之巻１１ １冊 渡辺助右衛門尉 図入り （横本） 

６２） ＊鉄砲機鑑抄軍巻 城責船軍１３上 １冊 渡辺助右衛門尉 図入り （横本） 

６３） ＊鉄砲機鑑抄軍術之巻 １３下 １冊 渡辺助右衛門尉 図入り （横本） 

６４） ＊鉄砲機鑑抄火矢極之巻 大尾 １冊 渡辺助右衛門尉 図入り （横本） 

６５） ＊鉄砲機鑑抄軍之巻、足軽鉄砲之事 １冊  

６６） ＊自得流火矢放玉之巻１  ４巻の内 寛文１０年大野佐五左衛門尉吉親（横本） 

６７） ＊自得流薬込薬法之巻２  ４巻の内 寛文１０年大野佐五左衛門尉吉親（横本） 

６８） ＊自得流規矩之巻３  ４巻の内 寛文１０年大野佐五左衛門尉吉親（横本） 

６９） ＊中川流本書中川流石火矢口伝之書 １冊 通巻１１巻之内 井上貫流直花押（横本） 

７０） ＊中川流本書中川流末流正木流砲術之書 １冊寛政７年井上貫流直１１巻の内（横本） 

７１） ＊中川流本書中川流大小鉄砲薬櫓小町より峠迄割付山本姓中西鉄性問答  

                                                        １冊 井上貫流１１巻の内 

７２） ＊中川流本書中川流棒火矢砲禄之書 １冊 井上貫流直 １１巻の内 図入り 

７３） ＊中川流本書中川流鉄砲合間並長筒秘伝書 １冊 井上貫流直 １１巻の内 

７４） ＊中川流本書火薬雑種集抄方 １冊 １１巻の内 

７５） ＊中川流本書中川流棒火矢制作之巻 １冊 井上貫流直 １１巻の内 

７６） ＊中川流本書中川流鉄砲初学不審之巻 １冊 井上貫流直 １１巻の内 

７７） ＊中川流本書中川短筒秘伝川越之巻口伝之書 １冊 井上貫流直 １１巻の内 

７８） ＊中川流本書中川短筒川越之巻 １冊 井上貫流直 １１巻の内 

７９） ＊中川流本書中川佳文之書 １冊 井上貫流直 １１巻の内 

８０） ＊武衛流伝来川越之巻 １冊 初巻ヨリ五巻全 斎藤十郎太夫正房 

８１） ＊文化五年正月銕砲稽古心得之事 １冊 克明堂主人 

８２） ＊大筒施用之拙意 １冊 御先手徳山石見守組同心御作事方勘定役出役井上貫流 

８３） ＊辰九月荷物数覚 １冊 タカシマ治御鉄砲方井上貫流  

８４） ＊文化９年堀田摂津守殿江井上左太夫差上る、異国船渡来風聞、 １冊 

８５） ＊為心得伺書 1冊 （横本） 

８６） 砲術古代伝来 1紙、行方不明 

８７） ＊天保 9年酉 9月錺方棟梁松井山城書上古銅吹置割合 1冊 

８８） ＊文化 5年諸事聞合帳 2月 17日 1冊 井上謄 

８９） ＊愚案内存申上候書付 1冊 文化 6年正月井上貫流在判 井上左太夫様 

９０） ＊火砲術ノ三心 1冊 火砲真用ノ原稿 （横本） 

９１） ＊平子龍問来処之書 1冊 明何汝浜所転也 

９２） ＊愚案内存奉申上候書付 1冊 井上貫流 



９３） ＊文化度蝦夷地出張中記録 1冊 井上末五郎 文化 5年正月 

９４） ＊勤書、1冊、御作事方勘定役出役 井上貫右衛門 御先手立花丹下組同心（履歴書） 

９５） 慶応 4年 7月関東鎮台日誌第１1冊 版本、処分 

９６） ＊下書、砲術の拙意 1冊 御先手徳山石見守組同心御作事方勘定役出役井上貫流左衛門謹書 

９７） ＊竹田九十九方江大筒放方返書案 1冊 井上貫流左衛門直判 9月 26日 

９８） 文化 9年 9月吉日松前門人竹田九十九方へ大筒放方返書草案、９月２６日井上貫流 だぶり 

９９）賊舶討砕巨砲之術、１冊、威遠館主人誌９月井上貫流左衛門直判、行方不明 

１００） ＊御内意奉申上候書付、控書、１冊、井上貫流左衛門 

１０１）賊舶渡来風聞二付奉願度御内意申上置候書日付草稿、１冊、           文化９年９月 井上貫流 だぶり 

１０２） 賊舶渡来之取沙汰有之候二付御内意申上置奉願候書付、１冊 、ダブり 

１０３） ＊申７月１５日忍領所於久下村河原火矢玉町之覚、１冊 

１０４） ＊文化５年辰年持場所割、１冊（北方警備担当名簿） 

１０５） ＊独輪車銃説、１冊、寛政１０年３月武衛流砲術後学火砲真用隠士    

１０６） ＊火砲図説追加短筒架法略図全、自由架之全図、井上貫流誌１冊 

１０７） ＊甲冑制作弁序、１冊 

１０８） ＊タカシマ聞書、１冊、辰７月９日 

１０９） ＊砲銃稽古之説、１冊（横本） 

１１０） ＊鉄砲稽古之説（草稿）１冊 

１１１） ＊無題威南塘日承平～～火砲制作・火器用法等 

１１２） ＊無題私議＿方分之医師二御座候後砲術仕候二付去辰年正月２６日召出井上左太夫～～ 

１１３） ＊抑此西洋巨砲並架図、武衛流後学火砲真用隠士井上貫流直謹誌 

１１４） ＊異国船渡来之記事、三止、附警備、漂船御届書写 ２冊 

１１５） ＊即京都にて雲仙～～量銃之図 

１１６） 文化９年堀田摂津守殿江井上左太夫を～～異国船渡来風聞～～井上貫流 

１１７） ＊今蛮舶日本に渡来するわ～～ 

１１８） ＊百目二百目～～ 

１１９） ＊武事小限～～ 

１２０） ＊大筒稽古之儀～～、１冊 

１２１） ＊文化６巳年４月松前奉行村垣淡路守へ差出す炮術師範～～書付、１冊、井上左太夫手附寄力格、井上

貫流左衛門 

１２２） ＊抑賊船撃破～～ 

１２３） ＊或人答目―伝日用兵の法～～ 

１２４） ＊千放用意規矩、１冊、井貫流左衛門述 

１２５） ＊小筒三文目五分玉より～～ 

１２６） ＊起請文前書之事、１枚、寛政３年１０月、津田左兵衛広周、井上貫流殿 

１２７） ＊誓盟之事、１枚、寛政７年１月２８日、富川三郎左衛門、井上貫流殿 

１２８） ＊起請文前書之事、１枚、寛政１０年７月１８日、松前家中下国和多理季船、井上貫流殿 

１２９） ＊起請文前書之事、１枚、寛政１０年７月１８日、 松前家中竹田小三郎忠孟、井上貫流殿 

１３０） ＊起請文前書之事、１枚、寛政１１年２月５日、池田百輔内宇佐美又市棟治、井上貫流殿 

１３１） ＊起請文前書之事、１枚、文化５年３月 7日、立花家臣石橋忠兵衛、井上貫流殿 

１３２） ＊起請文前書之事、１枚、文化５年３月 7日、加州家臣平田彦左衛門茂清、井上貫流殿 

１３３） ＊起請文前書之事、１枚、文化６年３月、佐藤富次郎政信、井上貫流殿 



１３４） ＊起請文前書之事、１枚、文化７年５月、後藤郡兵衛、井上貫流殿 

１３５） ＊起請文前書之事、１枚、文化 7年５月 27 日、御徒夏目次郎左衛門組穂坂松兵衛常泰、井上貫流殿 

１３６） ＊楯秘伝巻、１巻、明和 6年 8月雲仙道人吉、井上貫流殿 

１３７） ＊当流伝書之順、１巻、袋付 

１３８） ＊諸流之名目次第不順、 

１３９） 鉛玉等法序、1巻、明和２年９月吉日岩崎弥三郎時起梅村実平殿 だぶり 

１４０） ＊井上貫流左衛門文書２６通 

１４１） ＊船橋鎌倉両所打晒、武衛流依田氏、寛政元年３月写之、武衛流町打晒秘書 

１４２） ＊文化 5年正月御用向伺書控、井上貫流蝦夷高島陣屋 

１４３） ＊籠明松之方、１冊 

１４４） ＊石火矢理盡集目録、集奇之巻抄、１冊 

１４５） ＊武衛流鉄砲秘伝、１冊、忍渡辺家伝来之三目録青山斎藤家改定三目録 

１４６） ＊文化 5年辰正月聞合控並口上伺留 １冊 

１４７） ＊勤書、御勘定奉行支配御普請役井上貫流左衛門５５歳、高三拾俵三人扶持 

１４８） ＊安治川海口御普請出来木津川海口御普請出来平面之図、１枚、午３月、安治川海口御普請成功之図、

４分１０間、１５４ｘ８１ｃｍ、天保山台場詳細記載、大坂木津川口波除＿位置見込図、２分１０間、４２ｘ

６０ｃｍ、海中台場記入 

１４９） ＊西蝦夷地高嶼之略図、１枚、石狩湾高島陣屋絵図、為高嶋御防文化５年６月朔日着岸巡見之後図之、

調役木原半兵衛、御防卒長井上貫流直、差添８人、津軽家人数者越年之場所也非御防、６９ｘ９８ｃｍ、タカ

シマ持場所蝦夷惣家数四十九軒、惣人数百七十人、沿岸水深、津軽陣屋、狼煙台、木炮備場、舟備等記載 

１５０） ＊井上末五郎謄旗 布製竹軸、２７ｘ３８ｃｍ、１点 

１５１） ＊井上外記流砲術小筒並三拾目玉筒～～安政５年正月、長谷川利長、田沢銀佐殿 

１５２） ＊中直前、大筒構図６図 

１５３） ＊武衛流異風百目玉切形、井上貫流左衛門 包み紙 

１５４） ＊渡辺庄左衛門百目玉筒往来矢形、図、２４ｘ３４ｃｍ 

１５５） ＊武衛流１炮術、父井上貫流左衛門相伝、御普請役井上貫流左衛門～～ 

１５６） ＊六貫五百目、上州沼田城内在之、図、 

１５７） ＊五十目玉切形、下谷御徒町三枚橋井上貫流 

１５８） ＊大筒、台車図、 

１５９） ＊井上貫流左衛門様、竹田九十九，１冊、大砲図入り 

１６０） ＊入子筒子母仕組之図、２枚、普請役井上貫流左衛門 

１６１） ＊覚、金弐両之、井上貫流様 

１６２） ＊鉄砲町打之人～～、大砲図６ 

１６３） ＊法地卆前、横紙１枚 

１６４） ＊大砲切形、３点、文化７年３月武衛流四世井上貫流左衛門袋、文化２年竹田九十九殿袋、 

１６５） ＊武衛流後学火砲真図隠士、井上貫流直謹誌、１枚 

１６６） ＊大筒図、百目玉巣中五寸 

１６７） ＊奉納絵馬写、奉戯偶言、武衛流説明、武陽隠士敬白 

１６８） ＊伝馬町より～～出府、井上貫流蝦夷地御用御貸用文書 

１６９） ＊図、木枠 

１７０） ＊算法文書、平方面立方面 

１７１） ＊鉄杖翁行状、鉄杖翁井上直子温父自述 



１７２） ＊鉄砲中リ付、鉄砲立掛け台図 

１７３） ＊鉄砲秘伝書、１６ｘ５０４ｃｍ、江戸初期古写折帳、図多数 

１７４） ＊寛政１１年６月１６日異風筒百放、角八寸、成績表、甲斐庄長三郎 

１７５） ＊打小屋大砲飛距離一覧図、松平下総守内＿＿十郎分、 

１７６） ＊追加、末五郎儀～～、夘十月八日井上貫流直、家内中、親類中 

１７７） ＊量銃器十二分度１点、大筒切形２点 

１７８） ＊１尺８寸玉文書、２通 

１７９） ＊武衛流秘事、１寸筒火矢切形、部品等３点 

１８０） ＊砲術上覧吹上御座内角場絵図、寛政３年５月、内題吹上御庭上覧御場所之図、亥５月１９日阿部豊後

守家来武衛流岡崎江右門門弟谷主膳  

１８１） ＊荻野流鉄砲打順、寛政４年５月９日江戸表、的図入 

１８２） ＊九数火器独輪車陣法、図 

１８３） ＊武衛流鉄炮目当放分附、未７月２０日、御書院番伏見右京 

１８４） ＊長州征伐絵図、広島から岩国、慶応２年６月６日、９６ｘ３３ｃｍ 

１８５） ＊慶安三年紅毛人献上御発熕、横長本１冊、寛政７年５月武衛流後学炮真用隠士井上貫流直謹誌花押、

御鉄砲掛御徒目付石川三太夫より密借、不許他見、大坂御鉄砲奉行署名大筒絵図１５枚 

１８６） ＊慶安三年紅毛人献上御発熕、横長本１冊、寛政７年５月武衛流後学炮真用隠士井上貫流直謹誌、御鉄

砲掛御徒目付石川三太夫より密借、不許他見、大坂御鉄砲奉行署名大筒絵図１５枚、花押がないため１８６の

下書きと思われる。 

１８７） ＊武衛流百目玉軽筒台合物注文、巳６月武衛流四世井上貫流左衛門 

１８８） ＊大筒切形雌型、寸志之～～ 

１８９） ＊井上貫流左衛門様西山平十郎、書信、８月１３日 

１９０） ＊大砲図、２７ｘ４２ｃｍ 

１９１） ＊大砲切形雌型、渋紙製３枚 

１９２） ＊著述ノ草稿浄書未見、砲術書、３枚 

１９３） ＊於松前製作五拾目玉狭間筒野台之、１枚 

１９４） ＊口上之覚、書信、６月１５日、井上貫流 

１９５） ＊六匁玉操打之＿＿、５月、井上左太夫手附井上貫流 

１９６） ＊証章、綾織韈眼、一具、去る文化５辰年春外冦防禦～～、文化１０年８月１６日井上末五郎、宛先欠 

１９７） ＊天保六未年阿蘭陀持渡青銅銃ホーウイツスル筒正寸法絵図、１３４ｘ５４ｃｍ、井上貫流文庫印、袋、

鉄砲図並切形雪洞切形、嘉永元かり渡し 

１９８） ＊天保三辰年阿蘭陀持渡青銅砲モルチール正寸法絵図、５４ｘ８５ｃｍ、井上貫流文庫印 

１９９） ＊遠矢三拾目玉ヨリ三百目玉迄形客如此、棒火矢絵図、梅村実平、１４ｘ８１ｃｍ 

２００） ＊文化５年８月１５日長崎江エケレス船渡来付其節之書状御届書 

２０１） ＊蝦夷地高嶋小屋之図、２８ｘ４０ｃｍ 

２０２） ＊井上貫流様、江戸絵図袋 

２０３） ＊蝦夷地御備場大筒野図、文化５年蝦夷タカシマ備砲図、大砲開口部拓本 

２０４） ＊タカシマ禦防御備、 

２０５） ＊大砲切形雌型、無名 

２０６） ＊大砲切形、右者後藤三右衛門役所江相渡申候、 

２０７） ＊大砲切形、三百目玉短筒惣長サ九寸七分 

２０８） ＊大砲切形、蘇鉄之間御張付其外御絵師渡物、 



２０９） ＊前々之書置不要 

２１０） ＊紅葉山下御寳庫霞御張筒、２８ｘ１２０ｃｍ、大砲絵巻 

２１１） ＊大砲絵図、２１ｘ３０ｃｍ 

２１２） ＊大砲切形、後部分欠、４７ｃｍ断簡 

２１３） ＊大筒打ち方絵図、３図 

２１４） ＊大筒切形、木部火鋏付切形、仕掛け５点切形、 

２１５） ＊松平壱岐守支配石原新三郎書状、長巻き 

以上は 2006年 1月現在しろはく 古地図と城の博物館 富原文庫所蔵品 

２１６） 江戸昌平坂学問所惣絵図、１６０ｘ２０８ｃｍ 

２１７） 深川割図 

２１８） 尾張国絵図 

２１９） 三河国絵図 

２２０） 蝦夷島奇観、上中下 3冊、内藤知直写、彩色精密写本、明治 26年井上氏蔵書 

２２１） 東西蝦夷地総図、１舗、井上貫流製之、１１８ｘ１０８ｃｍ、彩色図２分１里、東地天明５・６年分野

之、西地寛政４年分野之、文化５年７月吉日製之井上貫流署名袋入り 

２２２） 西蝦夷地高嶼澗内見渡之図、１舗、５５ｘ４０ｃｍ、彩色図、文化５年７月、於タカシマ図之、井上貫

流直、花押、署名 文化５年７月吉日製之井上貫流署名袋入り 

２２３） 江指市中之図、１舗、５４ｘ４０ｃｍ、彩色図、内題松前領江指市中之図、辰７月蝦夷地於高島図之、

井上直花押署名 文化５年７月吉日製之井上貫流署名袋入り 

２２４） 文化２年１２月西蝦夷地行程、御目付方控、１冊 

２２５） 高志摩従松前至行程記、井飛蚊、１冊                

２２６） 文化５年従松前皈府道中記、井上氏、１冊 

２２７） 辰（文化５年）３月御用向蝦夷日記、１冊 

２２８） 旅中并蝦夷代入用覚控、井上貫流、１冊 

２２９） 文化元年９月６日ヲロシア船来航長崎江渡来之次第、通詞１巻 

２３０） ヲロシア船之説、文化元年９月１０日阿蘭陀通詞、１冊 

２３１） 文化５年秋、露西亜蝦夷之記統、１冊 

２３２） 文化８年参政堀田摂津守殿江差上候書面、井上貫流、１冊 

２３３） 仙台会津南部津軽四家江松前奉行所より申達候書付控、１冊 

２３４） 享和漂流人従露西亜至日本海路談、１冊 

２３５） 賊船打沈メノ方略、１冊 

２３６） 文化９年１０月１８日威遠館主人誌、１冊 

２３７） 露西亜開業記、へシケレーヲ翻訳、１冊 

２３８） 御内意申上達候書付、井上貫流、文化９年１０月、１冊 

２３９） 高田弁五郎親類書、１通 

２４０） ４月１３日東蝦夷地エトロフ～書状１通 

２４１） 寛政４年１０月１３日御届有之、此度東蝦夷～松前志摩守書状１通 

２４２） ６月２日松前志摩守書状、１通 

２４３） 松前騒動之一件、寛政元年５月文書、同文２通 

２４４） 利根川図志抄 

２４５） 房総紀行 

２４６） 井上貫流收書写本、２９点３０冊 



２４７） 従高嶋至松前行程、折帳１冊、海岸図入り道中記 

２４８） 辰４月、松前辺留控 

２４９） 従江戸三馬屋迄道中記 

２５０） 越後新発田会津通江戸迄道中記 

２５１） 御徒目付藤本徳三郎蝦夷代御用～宇都宮より日光迄先触 

２５２） 文化５年御＿文控帳２月 

２５３） 御普請役発端 

２５４） 関東筋川々定式御普請目論見御用留文久年９月井上 

２５５） 在々御普請之儀二付仰渡書留、井上直義 

２５６） 甲州巨摩郡西八幡村玉川村用水配御用留慶応３年井上直義（厚冊） 

２５７） 防河大要書 彩色図入り 

２５８） 鎧着初之伝、全、正徳２年 

２５９） 名甲図鑑、松宮観山集、全、全頁図入り 

２６０） 十＿香記録、図入り 

２６１） 古作御當図、井上 

２６２） 甲冑温知録、巻之中、図入り 

２６３） 古今甲冑威毛観、全 

２６４） 武具之記、図入り 

２６５） 作形類當図、全、図入り 

２６６） 日光拝礼参詣之控２冊、寛政４年 

２６７） 鐙評判、岩井六左衛門 

２６８） 異賊討伐論 

２６９） 切腹之法式、図入り 

２７０） 戒衣着用弁略 

２７１） 鉄杖翁遺稿、 

２７２） 天明７年田沼主殿、遠州相良城地～ 

２７３） 明和酉年上州武州百姓騒動風聞書 

２７４） 鐙兜並小道具注文、武卿草稿 

２７５） 寛政 9年阿蘭陀船風説書 

２７６） 享保覚書 

２７７） 片桐石見守殿風炉手引集 

２７８） 老人雑話全 

２７９） 徂徠先生答問録完 

２８０） 天明度奇説 

２８１） その他 42冊 

以上２１６―２８１はしろはく 古地図と城の博物館 富原文庫、元所蔵品 

以下は２８２－２９４は江戸東京博物館所蔵と判明、 

史料ナンバー９４２０３７６９－９４２０４０３７目録刊行予定あり 

２９５－２９７は所在不明、２９８は富原文庫所蔵井上貫流左衛門関連だが、貫流文書に有らず 

２８２） 蝦夷地タカシマ御用旗、１枚  

２８３） 最上徳内書状井上貫流宛、１通 

２８４） 井上貫流松前師範状況申上書案文、１通 



２８５） 文化５・６年蝦夷高島日記、１０冊 

２８６） 文化５・６年於高島・イ子ツフ角場大筒稽古分附帳・練銃頭口占、３冊 

２８７） 文化５・６年往路及帰府道中記・財＿之覚、４冊 

２８８） 文化５年蝦夷地御用二付金銀渡覚帳、１冊 

２８９） 文化６年５月松前御用向控、１冊 

２９０） 文化６年蝦夷地紀行草稿・夷地開発考案、２冊 

２９１） 他蝦夷関係、約１０点 

２９２） 日記、文化９～大正２年１０９冊 

２９３） 御普請関係、１４点 

２９４） その他、約３０点    

２９５） 徳丸原大筒稽古の先触他、７通、井上貫流左衛門実印、稽古願、日割 

２９６） 蝦夷地関係文書、２５通、井上貫流左衛門、文化４・５年、南部大膳太夫異国船異国人上陸届

控、海岸山岳巡見口上申上候覚、蝦夷地手当銀の事 

２９７） 鉄砲初学抄、大１冊、文化１１年３月井上左太夫正清、天保１５年３月写 

２９８） ＊参考資料、御目見、毛利左金太四男毛利左吉、習得技能貫流銃術記入等３通 

以上 

２・富原文庫所蔵砲術資料目録Ⅱ石川家武術文書目録 

 ２０１３年、一括して入手した大量の武家文書であるが、巻子は紙の糊が劣化して、バラバラであり、虫損も

あって、なかなか整理できなかった。このほどようやく２０１４年盆を利用して、補修と整理、目録作成が出来

た。砲術関連４５点は付番を付けた。文書総数は１８０点であった。石川家関連古文書、主として葬祭関係が１

０８点ある。砲術以外の資料については放出予定である。 

砲術 

１・覚書 折丁 １８ｘ２０４ｃｍ  

２・下書鉄砲書 横本９丁 

３・上 石川景行頓首拝 三百目本尺探町文政７年１８２４年二通・五百目本尺探町三通・百目玉本尺探町一通 

４・御薬法之書 元治元年１０月景道写之 １５ｘ１７２ｃｍ 封紙付 

５・此息合薬並三日家中用申薬方は松平輝綱様石川景隆江御相伝之大切――他見他言不可有 １４ｘ６３ｃｍ 

イキあイノ方也 １５ｘ２４ｃｍ   付薬 明暦四年１４ｘ２７ｃｍ 以上三通封紙入り 

６・三 備覚 村ごとの大砲備、詳細、数量記入 

７・御流儀大炮秘伝抄 不許他見 石川景行（袋題） 探法大筒秘伝抄石川景行（内題） 横本２７丁 

８・百射分帳 文化元年甲子五月 横本九丁 文化五年辰年一玉射分附 日別試射数と砲術氏名 

９・亥八月分 １３丁 文化２年・文化３年・文化４年・文化５年 砲術試射記録秘弾数氏名 

１０・鳥銃之術 安永３午年４月吉日 １３丁付図１枚 出合越之事等 出合い図アリ、弾丸の降下線と銃身と

的の交点を図示。別図も同様直射大秘事之 

１１・打ノ前書之 石川 横本１０丁  

１２・銃砲秘伝抄石川景行 横本５３丁 文政元年―２年 砲術試射記録 鉄砲長さ弾サイズ飛距離を記録 

１３・探法玉覚数 １３ｘ４７ｃｍ 

１４・火箭発薬 １４ｘ３５ｃｍ 

１５・１百目玉炮三寸四分 酉六月二三日石川景行 １５ｘ２１ｃｍ 

１６・五分 １４ｘ５５ｃｍ 

１７・酉井筒 ６ｘ８１ｃｍ 

１８・石・松 １６ｘ４３ｃｍ 



１９・松三分弐 玉 午八月 １９ｘ２５ｃｍ 

２０・赤薬之秘伝 元和七年・元和五年石川内記宛 ２３ｘ２９ｃｍ 

２１・良実赤薬 元和八年石川内記宛 １６ｘ７４ｃｍ 

２２・三匁三ト １２ｘ３２ｃｍ両面 

２３－３５・鉄砲関係書類 

３６・本尺百目玉筒 文化１３年８月松井主馬外 １６ｘ４６ｃｍ 

３７・日置流火矢之次第 嘉永５年 石川作之丞宛 １８ｘ１６０ｃｍ 巻子水晶軸秘伝書 表紙欠 

３８・眵聹集 眵聹集第二 天明３年石川源太郎宛 文政６年石川作之丞 巻子絵入花押朱印秘伝書  

１８ｘ４７７ｃｍ 

３９・画図之巻 画図之巻第三 天明３年石川源太郎宛 文政４年石川作之丞 巻子絵入花押朱印秘伝書  

１８ｘ２９５ｃｍ 筒乱・口薬入・尺８号各絵図 

・筒形之事玉毎の鉄砲仕様・産寸方之事・鉄砲張地金之事 

４０・虚霊之巻 天明３年石川源太郎宛 文政４年石川作之丞 １８ｘ３３２ｃｍ 稲富流小目当鉄砲之七巻 

４１・薬法之巻 薬法之巻第四 天明３年石川源太郎宛 文政６年石川作之丞 巻子花押朱印秘伝書  

相州夢想薬外７０種の塩消・硫黄・灰配合記入 １８ｘ６００ｃｍ 

４２・数視之巻 数視之巻第五 天明３年石川源太郎宛 文政６年石川作之丞 巻子絵入花押朱印秘伝書  

   １８ｘ４１５ｃｍ 町薬櫓積り・台放会之事・同越を知る事・的絵図二枚出合絵図 

４３・歌之巻 百首之歌 天明３年石川源太郎宛 文政６年石川作之丞 巻子花押朱印秘伝書  

１８ｘ３０２ｃｍ 

４４・題箋欠 南蛮一流之鉄砲―― 正保三年三月吉辰日 佐川半兵衛光次花押状朱印堀加兵衛宛  

１８ｘ８１ｃｍ 表紙傷み 

４５・目録 天明３年石川源太郎宛 文政４年石川作之丞 巻子花押朱印秘伝書 １８ｘ２００ｃｍ  

１－５巻５６条 

陣立図 

陣立図 ２４ｘ３２４ｃｍ 陣場奉行・御本陣・御旗奉行・御槍奉行・御家老・大砲奉行以下数１００名記入 

陣立図 ２４ｘ２６４ｃｍ 陣場奉行・郡奉行・御本陣・御旗奉行・御槍奉行・御家老・大砲奉行以下数１００

名記入 

陣立図 ２８ｘ１５０ｃｍ 軍奉行・普請奉行・御旗奉行・長柄奉行・楯奉行以下数１０名記入 

備立五段之瀬越 八丁  

甲冑 

甲冑御備立意見 嘉永７甲寅年１８５４年６月 ６丁  

甲冑着之次第 １９ｘ３９ｃｍ 

具足着用順書覚 １６ｘ３９ｃｍ 

槍術 

免状 宝蔵院流十文字鎌兵法 １８ｘ５９５ｃｍ 文政７年１８２４年７月書之 道具巻 図巻 

道具巻 図巻 １８ｘ５６６ｃｍ 文政６年１８２３年秘伝書朱印  

剣術 

（無敵流平法） １６ｘ２６７ｃｍ 丸に心図アリ 文政５年１８２２年 

無敵流平法 １７ｘ４３０ｃｍ 図４図 寛政７年１７９５年 石川新九郎宛 

無敵流剣術別伝目録 折丁 １６ｘ１８０ｃｍ 弘化３年１８４６年 松井金三郎宛 

無敵流剣術目録 無敵流平法 １７ｘ４２１ｃｍ 弘化３年１８４６年 松井金三郎宛 図多数 

無敵流剣術指南心得 天保１５年１８４４年 石川景通 横本８丁 



伝授剣 寛政７年１７９５年 石川新九郎宛 １６ｘ３３６ｃｍ 図巻 虫損 

五寸切 １５ｘ３０２ｃｍ 貞享３年１６８６年新井彦左衛門宛  

弓術 

射形歌之巻百十九 折丁 嘉永五年１８５２年 石川三四郎・作之丞宛 ２２ｘ６３０ｃｍ 

的場の次第 １７ｘ３９０ｃｍただし後半２５０ｃｍ未記入  

日置流弓之目録 嘉永五年１８５２年 石川三四郎・作之丞宛 １７ｘ３０５ｃｍ 

印歌之巻 文久元年１８６１年 石川作之丞 ２０ｘ４５０ｃｍ 

弓古文書 横本２０丁 独弓帯凧・鞭・弓矢求羽積り・的矢羽根巾等 石川景行写 

的集之巻一龍之的 一龍の的四季次第 宝暦９年１７５９年 川野文左衛門宛 １６ｘ１８５ｃｍ 虫損 

当流之目明一流伝授 寛永３年１６２６年 石川作内宛 ２７ｘ８６ｃｍ 

鳴弦蟇目 文政５年１８２２年 石川作之丞宛 １９ｘ１８５ｃｍ 図入り 

鳴弦蟇目 文政５年１８２２年 石川作之丞宛 １９ｘ１７２ｃｍ 図入り 

その他 

御旗本御両敬方 横本 １１丁 肉筆赤字入り 

慶応３年１０月上浣１８６７年 封内布告 第１套 不伝他邦 生産局之事・皆養院之事・與偕園之事 木版５

枚 

その他家古文書１０８点 

３・富原文庫蔵川越藩城制絵図目録 

凡例 １）本図の基本寸法は高さ４０cm 幅の巻紙で、１図之幅４２cm を基本とし、解説文部分があるもの

は幅が広く、８４ｃm まであります。（１のみ表紙つき冊子、他は巻物ですが、保存の関係で、１

図毎４０Ｘ４２cmの折帳としています。） 

    ２）城郭図数は３４５図（NOは３４７、内１図関が原図残欠、１図は無地）。 

    ３）活字化は作成履歴のみ、文中、兵法技術用語、朱書き校正は省略。 

  ４）漢文体､及び、旧字であるため、ワードに存在しない字は近似文字を      使用、その場合

は城郭のように枠で囲みました。 

    ５）朱、薄墨以外の着彩は（手彩）と表示しました。 

    ６）最初の数字は基本ナンバーです、引き合いは大文字と小ナンバーで。 

    ７）本目録作成目的は兵法技術の解明ではありません。川越藩における城制絵図作成履歴、つま

り、兵法の伝承ルートの解明にあります。 

    ８）年号は和暦の後に西暦を（    ）内に付与し、１７００年代は太字下線､１８５０年以降は下線と

しました。（題字除く） 

１ 嘉永二巳酉年（１８４９）九月吉日編之  

『古先生並高弟衆城制』 

         武州入間郡三芳野之里川越藩中之臣士 栗間金八源友之 

  １図１ 田中先生 木村政貞追善三回忌之節 之縄 嘉永二巳酉年（１８４９）七月十六日 

  ２図２ 常住斎先生縄 

  ３図３ 常住斎先生縄（手彩） 

  ４図４ 文化八辛未年（１８１１）八月廿六日 土州藩岡本十郎左衛門地形 応需而図 井山

双柯 

  ５図５ 文政二年巳卯（１８１９）三月十八日於東都 本荘 甘縄先生之席上謹図 井山数之

助源双柯 

  ６図６ 戊辰（１８０９）六月三日井山双柯 



  ７～１６図７～１６ 

  １７図１７ 文政二年巳卯（１８１９）五月廿九日師祖 北条姓氏長公一百五十回之忌辰也  

依謹一城図奉備 尊霊 

           安井珍平政章 稽首百拝 

  １８図１８ 維時 天保二年歳舎辛卯（１８３１）秋七月二十有九日 南街先生小祥忌辰也今  

師木村先生與門下為 

           南街先生之霊不肖 

      祭 幸而得連其末席制一城以献 田中端八橘真武 稽首百拝 

  １９図１９ 天保三壬辰年（１８３２）七月廿九日 井双柯先生三回忌也因制一城以備于尊霊

前矣 

           大藤晋助勝慈再拝稽首 

  ２０図２０ 嘉永二年（１８４９）歳舎巳酉九月廿有七日  

流川松本先生値五十回忌辰與学友制拙紙図一員而以 

備于 在天霊前 後学 田中端八橘真武 

  ２１～３２図２１～３２ 

所謂雖有嘉肴不食不知其旨雖有至道不学不知其善宜哉 不肖 浅学而雖知其善未知至善之道是以

城制拙而恐入 君子之盾矣蓋城制巧則治世者 治四海乱世者平天下而其本有於道行豈何徒頼甲兵

金湯事術之巧哉 于時 

天保七年（１８３６）歳舎丙甲四月中旬 川越藩中田中端八橘真武再拝稽首 

２ 『栗間金八縄(仮名)巻物』（１８５１年） 

  ３３図１ 嘉永四年辛亥（１８５１）歳三月 栗間金八源友道 十八日 （手彩） 

  ３４図２ （１８５１）十八日（手彩） 

  ３５図３ （１８５１）同日（手彩） 

  ３６図４ 嘉永四年（１８５１）三月十八日（手彩） 

  ３７図５ （１８５１）同日（手彩） 

  ３８図６ 亥歳（１８５１）三月廿日（手彩） 

  ３９図７ （１８５１）同廿日（手彩） 

  ４０図８ 亥歳（１８５１）三月廿日（手彩） 

  ４１図９ 亥歳（１８５１）三月廿一日（手彩） 

  ４２図１０ 亥歳（１８５１）三月十八日（手彩） 

  見事二仰出 来被求居御研精之御修力相顕居相 奉候（朱校正） 

３ 『栗間金八縄（仮名）バラ』   

４３図１ 四月十二日制之 栗間金八 

４４図２ 四月十二日制之 栗間金八 

４５～５４図３～１２ （手彩） 

５５図１３ 嘉永四年辛亥（１８５１）歳正月日制焉 其一  栗間金八源友道 （手彩） 

５６図１４ （１８５１）其二 （手彩） 

５７図１５ 嘉永四年辛亥（１８５１） 正月二日初制 栗間金八 

５８図１６ 文久二年壬戌（１８６２）三月七日因値 厚斎井山先生三十三回忌辰也謹而図 

       拙哉以奉備祭壇之下在天之霊願受焉  栗間島五衛門友道 

５９図１７ 文久二年壬戌（１８６２）春三月謹而図焉  川越藩栗間島五衛門友道 

６０図１８ 癸亥（１８６３）秋九月廿九日 栗間友道図焉 



６１図１９ 癸亥（１８６３）秋九月朔 栗間友道 

６２図２０ 安政五年戊牛（１８５８）正月初寿 栗間友道  （手彩） 

６３図２１ 嘉永三年（１８５０）六月図 源栗間友道  （手彩） 

６４図２２ 嘉永三年（１８５０）六月制之 何レ茂見事御出来成 うしむらく者 御城制 （朱

校正） （手彩） 

６５図２３ 嘉永四年（１８５１）三月廿六日制之 栗間金八友道  （手彩） 

６６図２４ （１８５１）同日  （手彩） 

６７図２５ 嘉永三年庚戌（１８５０）歳四月二十二日 和田氏之稽古場二おいて制之 栗田金

八   

６８図２６ （１８５０）同日制之 栗田友之  

６９図２７ （１８５０）四月二日 栗間友之  （手彩） 

７０図２８ （１８５０）四月二日 制之 栗田金八  （手彩） 

７１図２９ 破れ  （手彩） 

７２図３０ 同 （手彩） 

７３図３１ （手彩） 

７４図３２ 十日  （手彩）  

７５図３３  （手彩） 

７６図３４ 自 喜多武 受之 栗間 治 （関が原合戦図の切れ端、松尾山） 

４ 『縄張図』 

  ７７図１ 広瀬実常縄張 元禄十七年甲申（１７０４）二月二十四日 

  ７８図２ 寶永三年丙戌（１７０６）正月十八日 広瀬実常縄 

  ７９図３ 甘縄先生侍講退朝于時微善仮寂瞬息之間夢高祖栢陽先生指示 

      山川巌険之地有清廟且可其業成而百愉色云覚後乃図其地令君羊 

      弟子縄焉余亦設一縄以乞示教意先生平素篤学夙夜不懈寤寐思 

      之神惑其心志而来格与語曰思之而不通神将通之豈不信哉 

              寛政丙辰（１８０６）冬十二月 河肥拾遺直恒制之  （手彩） 

  ８０図４ 山名主膳殿縄 

  ８１図５ 天明二壬寅（１７８２）正月元日 山名禅霊義安 

  ８２図６ 巳未（１８００）八月十八日因地形而 安井近司久道図之 

  ８３図７ 松本先生縄  

  ８４図８ 此縄変化二相流可申哉之段 

國雄公入尊覧処蔓二実之生 

ル意二叶道屋鋪能相分矢故勝 

負合面白出来城之旨御意有之 

則写差上ル 松本先生縄   

  ８５図９ 此縄甚宣出来写差上候 國雄公被仰開則写差上 松本先生縄 

  ８６図１０ 文政改元（１８１８）歳次戌寅秋七月八日奉命 井山数之助双柯謹図 

  ８７図１１ 福嶋定春君地形 文政二年巳卯（１８１９）三月十八日於東都本荘 

        甘縄大先生之席上謹図 井山数之助源双柯 

  ８８図１２ 天明三年癸卯（１７８３）正月 松本四郎兵衛 

  ８９図１３ 流川松本先生者兵家之先進也 柯也  

曽與同志之士遊乎其門親受其教 



 誨今茲享和壬戌（１８０２）秋九月二十七日 

値先生再祥之忌辰前之一日久道  

安井先生自布ル筵テ其亭 

以祭之旦微弟子若干輩以 

與其祭欲無以忘故先生徳 

也亦乃與同志之士拝手稽首  

  ９０図１４ 此外郭者松平泉州乗與公所図  

而山名豊峯先生応此公之需所  

制此外郭而設城柯也唯倣松宮  

城制在而松宮俊乃亦唯因図而  

於其外郭有大同小異氏所図而  

制此図然而外郭之図全用泉州  

公所図云  文政元年戌寅（１８１８）七月十八日 井山数之助双柯  （手彩） 

  ９１図１５ 文化十二年乙亥（１８１５）正月十六日制 井山数之助源双柯 

  ９２図１６ 文政六年癸未（１８２３）七月十七日于于城先醒依大祥忌広瀬実勝伝師命則存   

尊霊之地形依之謹敬而図制之 土佐 井上覚太夫直弘 

  ９３図１７ （１８２３）同年同月同日 井上直弘 

  ９４図１８ 文政二年巳卯（１８１９）夏五月二十有九日 鳥羽為介藤原惟文謹制 

  ９５図１９ 元祖大先師百五十回御忌為追福 制一城而奉 尊霊前 井口五平覆圭 

  ９６図２０ 倣故広瀬氏実常先生胡芦形之図 

  ９７図２１ 文化七年庚午（１８１０）四月二十九日因地形図 井山数之助源双柯 

  ９８図２２ 丁丑秝 （１８１７）九月十又九日 井山数之助源双柯縄 

  ９９図２３ 此城肥前佐賀候藩中諌早豊前家士東利助所望二付清書遣 

            浙江形勢南北有厳州処州両都 

            文化丁丑（１８１７）春正月丁巳因鳥羽君地形 井山数之助双柯制焉 

  １００図２４ 文化十五年戌寅（１８１８）四月二日 根村源兵衛業永縄 

  １０１図２５ 文化十二年乙亥（１８１５）正月十六日倣古人之制而 

作八陣図 井山数之助源双柯 

  １０２図２６ 文政六年（１８２３）六月十八日図制之 伊藤鉄之丞藤原広路（花押） 

            時癸未（１８２３）七月十八日 

            于城尊霊三回之祭忌従当福島先生賜 甘縄先醒之地形而可奉献城図蒙 

            貴命依而薫沐再拝 稽首画拙城縄奉備 尊霊之祭具下 

  １０３図２７ 文政六とせという年（１８２３）の五月十日 より八日ハかしこくも学の御師

（以下長文略）  

土佐国人 藤原広路 （花押） 

  １０４図２８ 寛政八辰（１７９６）四月十三日松宮定俊因地形勢之四象常蛇首中尾 

戦地十五地五段之意即席制焉 

           須藤市郎兵衛利久縄 

  １０５図２９ 斎藤武右衛門定友縄 

  １０６図３０ 文政二年巳卯（１８１９）五月廿九日因 先師一百五十年奉備 安井珍平政章

制 

  １０７図３１ 長俊 



  １０８図３2 寛政十三年辛酉（１８０１）孟春八日 含五段之習初図焉  木村央源政貞 

  １０９図３３ 田中端八真武縄 （手彩） 

  １１０図３４ 天明元年丑（１７８１）歳松宮左忠長俊所設地形也 

      文政十二年巳丑（１８２９）正月十四日 田中端八真武初制（手彩） 

５  『縄張図』 

１１１図１ 安政三年丙辰（１８５６）十二月（以下欠）（図欠） 

    １１２図２ 大藤小金吾光翼縄（手彩） 

    １１３～１２１図３～１１ （手彩） 

６  『縄張図』 

１２２～１２９図１～８ 

７ 『縄張図』 

１３０～１６５図１～３６ （手彩） 

８ 『縄張図』 

 １６６図１ （手彩） 

    １６７図２ 天明六丙午（１７８６）正月初制図 横矢勢四象（手彩） 

    １６８図３ 長俊松宮氏地形（手彩） 

    １６９図４ （無地）  

    １７０図５ 市川源六郎源克昌縄 

    １７１図６ 克昌縄 

    １７２図７ 於戯邈矣 

       北条房州栢陽先生之指館也距今一百五十年日月流萬逝者不還然感潜焉 痛恭惟 

        先生徳義嶽崇究韜略之淵源以弼軍政於  国朝継而有師命俾為兵家伝統之宗 

        師以行教テ天下是以威武権勢併隆  国籠殊渥美誉溢テ海内可謂不顕之徳 

        益喜之功也是以昔曜今光少無欠缺至今韜鈴之士苟高確正兵要義者咸無不 

        沐其高徳者所謂武徳体明没而著者也緜緜瓜瓞蕃衍椒聠遺徳其大矣哉当今 

        幕府軍師 

        福嶋先生者  栢陽先生之裔也其称福嶋者 栢陽先生之同姓故也屯纂其家 

        学不指名声姿乎純確乎操能誘能教鄖業咸熈是以門生嘔喩而積其流慶仰受 

        其教矣今茲巳卯（１８１９）夏五月恭設忌斎渇尊肅之敬祭祀 

        栢陽先生之  高霊巓蕃行潦時蔦匪觧川越臣 定親 継父之業亦幸私淑而與聞 

        遣教是以忘固陋残拙力制城郭一図襲敬以泰於 

        栢陽先生之霊牀不顧瀆 冥監之罪聯陳鄙誠以代尊饋云爾 

    １７３図８ 文政二年巳卯（１８１９）夏五月 原 弥五八定親稽首百拝 

    １７４図９ 寛政十戌子（１７９９）年春正月七日 五段之習及四象龍門制 

    １７５図１０ 寛政十二年庚申（１８０１）陽月上澣三日奉値大塊先生初七之忌日而設一

城謹而以 

        献其  尊霊前焉 設四象龍門図焉 木村央源政貞 

    １７６図１１ 天保二年（１８３１）歳次辛卯正月四日因 易経図焉 田中端八橘真武初

制 

    １７７図１２ 維持天保辛卯（１８３１）春正月五日初制 佐々倉又八郎源正名 

    １７８図１３ 文政丁丑（１８１７）秋八月二六日因地形制 井山数之助双柯 

    １７９図１４ 文政六年癸未（１８２３）秋七月十有八日 



         甘縄故大先生福島源公三回忌辰也 川越藩臣井山数之助双柯稽首百拝 

    １８０図１５ 直恒公御縄 

    １８１図１６ 維時  

      天保二年（１８３１）歳舎辛卯秋七月二十有九日 

      南街先生小祥忌辰鳴呼哀哉 末弟子真武 追念往事慈愛恩恵矣蓋 

      先生志于聖学且能兵法焉以教授一藩士為任矣実先輩不及于 

       先生之術者多有功於其道也不可勝言也 武也 受業於 

       先生之左右始二十年微志画欲窮其道不肖愚鈍而慙不能入於門庭伏願 

       先生之霊令奨勧不肖以窮其道於是乎謹制紙図三員而供 

       霊前尚 饗  田中端八橘真武 稽首百拝 

    １８２図１７ 正徳五年乙未（１７１４）正月二日 

      広瀬実常先生被 初制因于其本城俯而制 一城以奉備 井山了蔡先生霊前 

    １８３図１８ 是歳天保癸巳（１８３３）秋七月十有八日適値 

      甘縄先生之十三週忌鳴呼哀哉伏惟 

      先生卓以其家学鳴於天下久矣其為術也一以先聖王仁義之兵為主意與世之 

      兵学者流大有径庭矣以故入門之徒遍乎四方轟々大盈于天下云及其没也 

      高弟子教授四方者亦不為鮮矣吾藩厚斎井山先生亦其人也 真武 不肖遊 

厚斎先生之門而私淑 

      先生之道十有余年 真武 固雖至愚以孜孜汲汲不怠之故将瞯僅其門庭似有得 

      其一二焉是亦 

      先生之恩恵也豈可不仰慕尊崇哉於是乎作城図三員而恭供于 

      先生霊前嗚呼 

      先生在天之霊尚饗      田中端八真武百拝稽首 

   １８４図１９ 其二 

   １８５図２０ 其三  

   １８６図２１ 維持天保四年癸巳（１８３３）孟秋中旬八日 

     兵家北條流正統福甘縄大先生十有三回忌辰也 

     嗚呼 愚哉 不肖在其流下而邂逅與聞其教是以今 

     茲 尊霊不顧 冥監之罪含五段之意而固陋拙 

     力之制一城郭以奉備 尊霊儿上聊加追福之端 

     川越藩臣 佐佐倉源正名 又八郎 稽首百拝 

１８７図２２ 天保四年癸巳（１８３３）秋七月十八日 

    福甘縄大先生十三回忌辰也 

    謹而拙城制一図以奉備 

    尊霊前也     川越臣 佐々倉又八郎正名百拝 

１８８図２３ 渡辺左次兵衛源孝 

１８９図２４ 和田貢忠愛縄 

１９０図２５ 和田貢忠愛縄 

１９１図２６ 和田貢忠愛縄 

１９２図２７ 天保四癸巳年（１８３３）七月十八日 

    甘縄故大先生福島源公十三回忌辰也因 

    謹画一城図以奉備 尊霊位前云爾 



    川越藩士 大藤晋助藤原勝茲 稽首再拝 

１９３図２８ 川越臣 安井與左衛門政章稽首百拝 

１９４図２９ 天保四年（１８３３）秋七月十八日奉値 

    福甘縄大先生君十三回之忌辰而設一城 

    謹而以献於其 尊霊前焉 

    川越臣 木村央政貞稽首百拝  

９ 安政二年乙卯（１８５５）三月制之 栗間友道 

   １９５～１９９図１～５（手彩） 

１０ 『縄張図』 

  ２００図１ 其一 ２０１図２ 其二 ２０２図３ 其七 ２０３図４ 其八 

  ２０４図５ 其十一 ２０５図６ 其十二 ２０６図７ 其十三 ２０７図８ 其十四 

   ２０８図９ 其十五 ２０９図１０ 其十六 ２１０図１１ 其十八      

２１１図１２ 其十九 

１１『縄張図』 

２１２図１ 七月十八日制其一 ２１３図２ 二 ２１４図３ 五 ２１５図４ 六  

２１６図５ 七 ２１７図６ 八 ２１８図７ 九 ２１９図８ 十 ２２０図９ 十一 

   ２２１図１０ 十二 ２２２図１１ 十五 ２２３図１２ 十六 ２２４図１３ 十七 

   ２２５図１４ 十八 ２２６図１５ 十九 ２２７図１６ 廾 ２２８図１７ 廾一 

   ２２９図１８ 廾二 ２３０図１９ 廾三 ２３１図２０ 廾四 ２３２図２１ 廾五 

   ２３３図２２ 廾六 ２３４図２３ 廾九 ２３５図２４ 三十 ２３６図２５ 卅一 

   ２３７図２６ 三十二 ２３８図２７ 卅三 ２３９図２８ 卅四 ２４０図２９ 卅五 

   ２４１図３０ 卅六 ２４２図３１ 卅七 ２４３図３２ 卅八 ２４４図３３ 卅九 

   ２４５図３４ 四十 ２４６図３５ 四十一 ２４７図３６ 四十二  

２４８図３７ 四十三 ２４９図３８ 四十二 ２５０図３９ 四十三  

２５１図４０ 四十四 ２５２図４１ 四十五 ２５３図４２ 四十六  

２５４図４３ 四十七 ２５５図４４ 四十八 ２５６図４５ 四十九 

２５７～２９５図４６～８４ ２９６図８５ 九月八日制之栗間友道 ２９７図８６ 

２９８図８７ 十月三日井口三司與改 ２９９～３２３図８８～１０２   

３２４図１０３ 丙寅（１８０６）仲夏四日 ３２５図１０４ 丙寅（１８０６）五月五日 

３２６～３３０図１０５～１０９ ３３１図１１０ 丙丑春四月 

   ３３２図１１１ 甲子（１８０４）六月日 栗間友道  

３３３図１１２ 甲子（１８０４）六月日 栗間友道図焉 

   ３３４～３３８図１１３～１１７    ３３９図１１８ （朱校正） 

１２ 『縄張図』 

３４０図１ 田中先生御縄    ３４１図２ 田中先生御縄   

３４２図３ 享和三癸亥（１８０３）年冬十月廾一日因地形 井山数之助双柯   

３４３図４ 文化七年庚午（１８１０）之歳夏五月十有九日因地形 井山数之助双柯  

３４４図５ 文政三年（１８２０）歳在庚辰夏五月 川越隠士  鳥羽為奨惟文     

３４５～３４６図６～７  ３４７図８ （朱校正） 

以上、１～１２組、３４７図 

４・地図情報１３３号城と地図 ５月販売 三春町と三春城 

 明治４年三春県絵図方測量 三春町と三春城―算術教授佐久間續 ６００余の野帳、測量絵図―



陸軍省城絵図の三春城は三春県絵図方の測量成果が明治政府に報告された証明になりました。国の

事業と県の事業が見事に結びついた成果の報告です。 

５・ 

新収集情報報告 

  掲載は入手順に入手後、翌日に記載しています。メモ代わりの備忘録ですので順不同です。 

 掲載分類は城郭図、城郭錦絵は城郭、群馬地図、資料は群馬、錦絵地図は錦絵、地図類は航空写

真も地図、錦絵軍事、砲術、調練は軍事、後はタイトル通りです。 

１・古絵図・古地図 

 上海市街図 昭和１２年 陸地測量部 ２万分１ 

 １７７５年シベリア日本地図 銅版手彩色 ２７ｘ３３ｃｍ 額入り４４ｘ５０ｃｍ 

 １６３５年マドリード地図１９６０年複製 ４７ｘ７０ｃｍ 額入り５７ｘ７６ｃｍ 

 新発田町 明治２７年再版 測手陸軍歩兵少尉高木常之助 ４６ｘ６２ｃｍ ２万分１ 

 東京全図 明治２５年 銅版色刷細密図 孝明天皇歴代江戸盛衰図・後水尾天皇寛永江戸図・正

親町天皇江戸沿革図  

 岡谷市街全図 昭和１１年 市勢要覧附図 ３５ｘ４６ｃｍ 

 高野山真景大全図 明治４４年 細密鳥瞰図 ５０ｘ７４ｃｍ 

 東部支那図 昭和３年 陸地測量部 ２５０万分１ １０５ｘ１５８ｃｍ 

 陸地測量部発行地図区域一覧図 昭和１４年 陸地測量部 ７７ｘ１１０ｃｍ 朝鮮、樺太、台

湾、満州、関東州、編纂図（２０万帝国・５０万輿地・１００万萬国・１００万東亜輿地）、特殊

図（都市近郊図・山岳図・演習場図・時局参考図・総覧図）を含む大地図  

 地図文献・複製地図 絵図と地図に見る館林館林御城図館林御城下町図・真壁町史料町屋村絵図真

壁陣屋周辺図・近世日本の世界像地図でみる変貌する世界・千島シベリア探検史・１６４３年アイ

ヌ社会探訪記フリース船隊航海記録・東海道分間延絵図第１巻品川―第４巻箱根まで、絵図編解説

編４箱８冊・ 

２・古文書古典籍 

 関ケ原備考 第７巻三成佐和山蟄居・伏見御入城―３０巻大尾 写本 

 厭蝕太平楽記 第２巻―３０巻大尾２９冊 写本 大坂軍記 

 今川了俊愚息仲秋制詞條々 今川状 ３５ｘ４３０ｃｍ 永享元年 １４２９年 一般に仲秋

は弟と伝えるがここでは息子となっている。 

３・印刷資料 

 印刷文明史 島屋政一 昭和５５年 全５巻別巻計６冊 初版昭和９年頃 定価８４０００円 

図版２６００図に及ぶ大著 

 ＣＲＥＡＴＩＶＥ ＷＯＲＫ ＳＹＳＴＥＭ １９８１年 マール社 新撰篆書字典Ⅰ・Ⅱ・古代模様式図

考・龜頭篆隷草行類撰Ⅰ・Ⅱ・江戸雛形壱・弐・鳴海賀太・書法正解 ９冊北斎等デザイン帳 各

冊数百頁に及ぶ 

 飛び出す絵本 １３冊 ニューヨーク製 ３Ｄへの人類の憧れは、双眼写真、赤青レンズによる立

体、レンチキュラーによる３Ｄ画像、立体テレビ、立体絵画、４Ｄ映画と特に近年は目覚ましい。

鳥瞰図や航空機へのあこがれも３Ｄと言えようか、海外では童話等の絵本の原始的な、しかし、見

事な立体絵本が飛び出す絵本として盛んにつくられてきた。一見壊れそうな危うい美、慎重にそー

と開けるワクワク感、３Ｄ芸術ここに極まれりである。印刷物である本、飛び出す絵本は細密な加

工技術と言えようか。開けた時の驚き、閉じた時の不思議、見事としか言いようがない。折り紙技



術が盛んな日本の仕掛け本はなぜか見劣りして成らない。 

４・錦絵・引札・双六・絵葉書・古写真 

 近江八景５枚 初代広重原版明治２４年木版復刻 粟津晴嵐に膳所城 

 近江八景引札４枚続き８枚 木版色刷 １９ｘ２１ｃｍ 

 名作版画集平塚運一創作版画 日本芸術版画社 昭和２６年 千鳥城天守閣等３０図 

 錦絵文献 浮世絵体系木曽街道六十九次・東海道五十三次・名所江戸百景１・２ 広重内田実・ 

 鶏卵紙古写真 陸軍中将第１師団長男山地元治・陸軍大臣陸軍大将伯爵大山巌・陸軍少将大島久

直・海軍大将子爵樺山資紀・枢密顧問官大鳥圭介・海軍中将伊東裕亨・陸軍中将三村幾太郎・陸軍

歩兵大佐正六位勲三等福島安正・陸軍中将第三師団長桂太郎・伊藤総理大臣・有栖川・小松宮・北

白川・閑院宮・後藤・井上伯爵・伏見宮・長谷川？・所蔵者明治三十三年陸軍歩兵伍長田中辰巳十

九才・明治三十六，三十七年同・明治三十一年つた子 

５・軍事資料・武器武具 

 楠公湊川碑 浪華松泉堂 和装本木版 明治１９年 

 軍事文献 瀬戸内水軍・諸葛孔明の兵法・樺太終戦史・写真集朝鮮戦争・ 

兵器と技術 改題ＪＰＤＩ １９５９年１月より２０００年３月迄 日本兵器工業会・日本防衛装備

工業会 兵器と技術１２０冊ＪＰＤＩ８２冊計２０２冊 防衛省や軍需産業による技術雑誌 

ＬＡＲＯＵＳＳＥ ＵＮＩＶＥＲＳＥＬ Ａ－Ｋ フランス語事典 彩色細密図、地図多数 飛行船・武

器・大砲・自動車・飛行機・木目・騎士・キノコ・天球図・服飾・戦艦・勲章・動物・要塞・兵

士等 

ＩＮＰＥＲＩＡＬ ＪＡＰＡＮ １８９４－１９４５ １９８４年 香港 

ＷＯＲＬＤ ＷＡＲ １９３９－４５ １９８２年 ニューヨーク 

６・城   

 甲斐国志古跡部第１－１６巻揃 甲斐国志３８－５４巻 和装本 明治１７年 

 影絵作家藤城清治作 城 ９５０分３１６ 透明感のある影絵作家藤城清治によるリトグラフ

である。高石垣の上に５層の天守、月と雁、透明感のある美しい作品 ２０ｘ２５ｃｍ 額装３２

ｘ３９ｃｍ 

 八江萩名所画集 明治２５年 木版 全６冊と附録 萩城御本丸橋・御台所御門・東御門・堀内

総門の図・明倫館・御城下入口大城戸の図・御客屋・御船蔵・唐樋札場・松本大橋・越ヶ浜・新明

倫館全図・姥倉掘割之図等名所絵図多数 

 復刻郡上郷土史料 １９９２年 郷土史料壱に積翆城二ノ御丸略図・御本丸略図・下御殿略図 弐

に八幡城絵図文久・八幡城絵図宝暦八年 参に八幡山周辺鳥瞰図等壱壱六件の資料が治められる。 

 城郭文献 地図中心特集徳川家康の城と東照宮・第１２回全国城郭等石垣整備調査研究会資料

集・記録集・福岡県の中近世城館跡Ⅱ筑前地域編２・徳川綱吉館林城主から将軍へ・上杉謙信がや

ってきた・館林の城下町と村・真壁の町並・唐沢山城と佐野氏・江戸時代の真壁・中世の真壁氏・

浅野氏と真壁・古河城跡分布調査報告書１・佐野城跡を考える・房総城下町読本・写真で見る館林・

江戸三〇〇藩最後の藩主・日本の城大名の生活と気風・館林藩を支えた領地播州三木・近世の館林

城と大名・沼田城址南足柄市・沼田城址図集・中世城郭都市の形成歴博研究報告７７・史跡真壁城

跡Ⅰ－Ⅷ・真壁城跡老人ホーム建設事業に伴う埋文発掘調査報告・特別史跡安土城跡環境整備報告

書Ⅱ大手道伝羽柴秀吉邸跡・発掘された山形城三の丸・蘇る新発田城・八王子城研究７・熊本城不

開門坂道復元工事報告書・富樫館跡３・史跡福山城保存管理計画書・松本城及びその周辺整備計画・

高尾城跡・松本城下町跡飯田町第１次発掘調査報告書・松本城三の丸跡大名町第１次緊急発掘調査

報告書・史跡松本城二の丸土塀跡発掘調査報告書・松本城三の丸跡小柳町第２次発掘調査報告書・



鍬形原砦址１－９次２冊・桐原城址・松本城下町跡東町第３次発掘調査報告書・ 

 城グッズ 日本の城シリーズ第４集切手弘前金沢姫路福山福岡城・皇居のしおり・皇居の門・宮

殿殿外・殿内・皇居東御苑・ 

 城絵葉書 栗林公園１２枚袋・伊井掃部頭陣屋跡等８枚袋（三浦半島下浦の風景）・兼六公園２

０枚袋金沢城等・豊公遺跡大阪城公園８枚組袋・金沢名所三十二景内２９枚・盛岡名勝１１枚岩手

公園二の丸と渡雲橋、岩手公園より盛岡市街の一部を望む、後三年役古戦場厨川の柵、岩手公園運

動場・吉野の史跡１０枚袋・大阪名所絵はがき２０枚袋・ 

 太田金山城・足利館・真壁城・小田城現地表示２０１７年４月１日―１２日 

 １０年以上前に訪れた城跡は見事に整備されていました。金山城の精緻な石垣群は関東の城とは

思えません。田んぼの中に土塁が点在していた小田城も見事な土塁に囲まれていました。足利学校

と鑁阿寺は初めてです。見事な水濠に驚きです。真壁城は土塁と空堀が相変わらず、依然の面影を

残し、壮観でしたが、本丸に体育館が建設されていたのは驚きでした。いずれの城址も盛んに調査

がされていて、城址への検証と愛着が感じられました。 



 

７・群馬郷土資料 

 第二十七回前橋市統計書 前橋市略図３１ｘ４２ｃｍ 昭和９年 

 高崎連隊区将校団規約 大正１３年改正 １６頁 

 太田市史 通史編近世・通史編民俗上・史料編近世１－３・資料編近現代平成４年 

 群馬雑誌 上州路安中板鼻等５冊・上毛及上毛人記事索引・群馬文化２００号・群馬風土記５冊 

 絵葉書 伊香保と榛名６枚袋 

８・資料 

 甲斐国志 第１－３０巻第３巻欠 明治１７年 

 アイヌ聖典全 アイヌ語辞典 昭和５年 ３２２頁 

 長野県歴史大年表 上下２冊 昭和６２年  

あとがき 

久しぶりに城跡を１日見て歩きました。数年前は伊那の展示会で高遠城の城壁を昇降し、随分歩

き回っていましたが、３年を経過して、太田金山城の防壁のすごさに感激、以前の整備前の印象

とは大きく異なり、誰が見ても分かるように適切な表示がされていました。精神的な躍動感と反

比例して、体力の減退を思い過させました。まるで、富士登山をした時のような疲労感です。小

田城も驚きでした。古い絵葉書もありますが（戦前絵葉書に見る中世城郭織豊城郭の景観に収載）

前回は田んぼの中に土塁が点在するイメージでした。今回は土塁と堀の囲まれた巨大な方形館跡

と郭群が復元されていました。 

ドローンが話題になっています。上空からの城跡遺構の撮影どれだけ憧れたことでしょうか。３

Ｄへの夢と希望は尽きることがありません。 

高田さんと石川さんが西尾で城グッズ展を開催されています。こちらも思いますが、古絵図と違

い、立体物で割れ物は準備が大変で開催意欲がなえます。関心のある方は西尾城展ともども、ぜ

ひ、見てきてください。当文庫に来場された方は城グッズの世界を満喫していただけます。 
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